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「体育」および「体育遊び」の目的についての一考察
－集団作りに焦点を当てて－
One consideration about goals of "physical education" and "physical education play"



















































　This research is a summary of considerations into the goals of "physical education" in the elementary school curriculum 
and "physical education play" in kindergarten and nursery settings. This theme was selected after seeing the chaotic way 
in which these early education contexts are frequently managed today （trending towards inadequate outcomes） and the 
resulting sense of crisis that the author felt. After joint research in which the nursery context was seen live, the issues 
became clear, so the author felt the importance of delineating them in a formal manner. These early education issues may 
contribute in some ways to the stance students at this university take and the way courses proceed; it would appear that 
students are subject to an incomplete form of teaching. By summarizing the issues herein, the goal is to bring this work to 
real-world education contexts and aid the students there. The paper proceeds with that objective in mind.
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だ。ヨコミネ式保育でなくても , ４･ ５歳で側転が習得
できている園も沢山あるが，“ 遊び ” と通しての姿であ
る。見た目は同じようなことをしていても中身が大きく
違うのだ。その辺りを、中瀬古が , 以下のように説明し
北海道 25 近畿 34
東北 16 中国 14
関東
（東京・神奈川除く） 54 四国 11
東京 29 九州（福岡・沖縄除く） 56
神奈川 32 福岡 18
北信越 18 沖縄 18
















































ている。『本来的に非日常の “ 遊び ” にほかなりません。


















































































































































































































































そして同時に “ トラブル ” や “ 矛盾 ” は，子どもたちの
意欲を萎えさせ，体当たり，噛み付き，パンチ，脅迫，
恫喝などなど，暴力という手段でしか自己表現ができな


























































































































































































































































































































































































　　P57 ５行目 -12 行目
２）上同書
* 筆者が P.59-62 の中にある文章から抜き出し、つ
なげたり一部削除しながら作成した文章である。
３）









（文献３）カイヨワ / 清水幾太郎 / 霜尾和夫訳 1970
『遊びと人間』岩波書店
（文献４）白旗和也 2013
『学校にはなぜ体育の時間があるのか ?』文溪堂
　この中で「心と体を一体としてとらえて」とあるが，
改めて中身を見てみると，ア「健康や安全の理解」とい
う知識や意識。イ「生涯スポーツ（運動）」の習慣づけ。
ウ「楽しく明るい生活」を営む態度。の３つのようであ
る。しかし，ここまでの話の中身からすると，よくわか
らない。アとイは分かりやすいが、ウがよく分からない。
そして、そこが大事なんだと思う。でもその中身が分か
らないので、やり方も分からない。この辺りに矛盾の根
本があるようだ。その中身が「体育」や「体育遊び」の
『目的』であり，『教える中身』なのではないだろうか？
　運動ができない子どもたちに有能観をつけて上げるた
めにも，出来るようにさせてあげることは大事だ。だか
ら，系統性指導に則ったスモールステップを踏んでいけ
ば，多くの子どもたちに光と感激を生み出すことはでき
る。しかし，ただ「出来る」ようにするだけを目指すの
では，体育が苦手な子や体育嫌いの子を減らすことは出
来ないだろう。この課題を克服出来ないと，いじめられ
たり，からかわれる対象になりかねない。そんな状況を
許さない集団を作り上げるためには，道徳的な指導や説
教ではなく体を使った「遊び」や「スポーツ教材」に，
グループで取り組む中で身につけさせたいし、そうする
べきだと思う。そんなアプローチが授業で出来るのは「体
育」だけではないだろうか。
　また勝利至上主義にこだわりすぎたり，負けたりうま
くいかない事が許せず，自分の感情をコントロール出来
ない児童たちに，異質能力グループで取り組んでいくこ
とで，勝ち負けのある遊びやスポーツは，勝つこともあ
れば負けることもある。ということを体験する中で，そ
のおもしろさを楽しませたり，次への意欲を生み出させ
たい。そのためには，その活動を通して，何を学び，ど
んな力を身につけているのかを丁寧に先取りしつつ，そ
の支援の手立てを構想する必要がある。
　このような「体育」及び「体育遊び」の目的を達成し
ていく上で，大事にしなければならないことを以下のよ
うに整理してみた。
①体を使った遊びやスポーツ教材を取り上げ，上手にす
ることである「実務性」を意識しすぎないことが大事
だ。
②これらの活動は「遊び」を真面目に教えるという矛盾
性もあるが「虚構性」を豊かに膨らませることが大事
だ。
③勝ち負けのある遊びやルールのあるスポーツを楽しむ
心と体を一体としてとらえ，適切な運動の経験と
健康・安全についての理解をとおして，生涯にわ
たって運動に親しむ資質や能力の基礎を育てると
ともに健康の保持増進と体力の向上を図り，楽し
く明るい生活を営む態度を育てる。
